
（1）

➡��農ポリを敷き，サ
イドぎわの直管パ
イプにパッカーで
留めてプールの縁
にする

➡�

籾がらを敷いて苗
床をならす

❶苗床（プール用）をつくる

水稲の反射シート平置き出芽＆プール育苗
——福島県須賀川市・藤田忠内さん

写真はすべて依田賢吾撮影，記事は000ページ〜

出芽は平置きした苗箱に反射シートをかけるだけ，育苗管理はプールに
水を張るだけ，換気も灌水の心配もいらない。マット形成，揃いがよく，
茎が太くて葉幅も広く，病気の出ない，根張り抜群の健苗を育成。



（2）

➡��覆土が当たって落ちるよう
に標準装備されている覆
土板。これを外してしまう

➡��︎�

�覆土板なしのほう
（左）が粒が粗い
ので覆土が固まら
ず，持ち上がりに
くい

➡��︎�

播種量は催芽籾で苗箱当
たり90〜100g。これだけ
薄くても大丈夫

❷播種は薄く，覆土は粗く



（3）

➡�反射シートは芽がチラホラ顔を
出してきたら早めに剥ぐ

➡�気温30℃以下でゆっく
り出芽してくるため，芽
は短くても根は長く伸び
ている

➡��︎�

熱は反射しても光をわず
かに通すので，最初から
薄緑色の芽が出てくる

➡��︎�

��農ポリの上に苗箱
を平置きしてすぐ
反射シートを張っ
ていく。鏡のよう
に顔が映るほど反
射率が高く，大部
分の熱を反射して
シート下の温度を
一定に保つ

❸苗箱を平置き，反射シートで被覆



（4）

➡��︎�

おそい芽が出揃う
までは底面給水
し，1.5葉 期 か ら
本格的に湛水（高
いところの苗箱の
底が浸かる程度ま
で）

➡��︎�

播種28日後，まもなく
田植えする苗。茎が太く
て葉幅も広く，たくまし
く育っている

➡�丸めても問題ないくら
いしっかりマット形成
されるので扱いが簡単

❹プールで底面給水＆湛水

❺3.5 葉，草丈15cmで田植え



＜追録第39号・2017年＞　第3巻

本田編＝独特な発想の技術体系―山形・菅原　PB― 多品種栽培で，千粒重23g以上の大粒米を反収660kg ―山形・菅原　1―

品種の特性に合わせた多品種栽培，千粒重
23g以上の売れる大粒米を反収660kg

山形県鶴岡市・菅原　進

7 〜 8品種栽培し，どれも千粒重23g以上，反収660kgあげる技術を追究。
減葉しない生育を目指して生育中期を重視し，品種特性を穂相から見きわ
めて施肥設計。ガスが発生しにくく，根が働きやすい環境を整える水管理。
鶏糞とケイ酸資材による土つくり。

（写真撮影：依田賢吾）

1．多品種栽培で大粒米を多収
2．米価低迷に負けない経営
（1）ササニシキ一本から多品種栽培へ
（2）目指すは搗き減りの少ない大粒米
3．成否を分けるイネの生育中期
（1）減葉しない生育で登熟をよくする
（2）つなぎ肥で生育停滞させない
4．品種特性に合わせた施肥設計
（1）穂相から品種特性を見極める

（2）穂数，一穂粒数を抑え気味に
（3）基肥は二次枝梗型ほど控えめに
（4）つなぎ肥は一次枝梗型で不可欠
（5）穂肥は一次枝梗型で早めに打つ
5．根づくりを意識した水管理
（1）総葉数が少ない分，根も少ない
（2）土中に酸素供給，ガス湧きを防ぐ
6．未来を見据えた土つくり

【目　次】
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1．多品種栽培で大粒米を多収

食管法時代はササニシキのみを栽培，地域
の稲作農家と技術を競い合い，毎年のように
700kgを超える反収をあげていた菅原進さん。
現在は，‘つや姫’‘はえぬき’‘コシヒカリ’‘ミ
ルキークイーン’など7〜 8品種を栽培，半分
以上を米問屋に自主販売する経営に転換した。
米価の低迷に対応して自主販売に踏み切って
以来，販売先のニーズに合わせて栽培する品種
は多様化し，販売先からの要求も厳しくなっ
た。そのなかで菅原さんは，どの品種でも千粒
重23g以上にすれば売れる米として有利になる
ことを実感。さらに反収660kgをあげれば稲作
農家として存続できると考え，品種特性を見極
めた栽培方法を追究してきた。
その技術のポイントは，以下の通りである。
・生育中期を重視，減葉しない生育で登熟を
よくする
・穂相から品種特性を見極める
・品種特性に合わせた施肥設計
・根づくりを意識した水管理
・未来を見据えた土つくり
時代の変化を的確に捉え，変化してきた菅原
さんの栽培技術を紹介する。

2．米価低迷に負けない経営

（1）ササニシキ一本から多品種栽培へ

「あのころは本当にお祭りみたいなもんだっ
たな」と語る菅原進さんは1983年，33歳にし
て農業技術大系『作物編』に水稲の栽培技術を
執筆。水田5.1haを経営していた当時，栽培し
ていた品種は‘ササニシキ’のみ。年々米価が
上がり，1俵1万8,000円を超えていた当時は，
とにかく収量をあげて農協に出荷すれば余裕を
もって経営できた。
しかし，30年以上が経過し，67歳になった
現在，状況は大きく変わった。米価は大幅に下
落。山形県のブランド米として人気を博す‘つ
や姫’こそ1万5,000円台を維持しているもの
の，ほかの品種のJA米価格は1万円前後で低
迷している。
10年前に息子さんも就農し，稲作経営の今
後を考えたとき，菅原さんはひとつの指針を立
てた。それが「経営面積15ha，米価1万5,000
円で反収660kgを確保する」。この指針に沿っ
て経営すれば，親子2人で十分に営農を続けて
いけるというものだ。
以来，面積は13.8haまで拡大，納得いく米価
を求めて販売方法も多様化し，半分以上が米問
屋への自主販売に。また販売先のニーズに合わ
せて栽培する品種も多様化し，現在は7品種を
栽培。さらにどんな品種でも反収660kgを確保
するため，品種特性に合わせた栽培技術も磨い
てきた。

（2）目指すは搗き減りの少ない大粒米

取引先の米屋と直接話をするようになり，売
れるお米の姿も見えてきた。それは「搗き減り
の少ない米」。具体的には千粒重が23gを超え
るような大粒の米ほど，精米時の搗き減りが少
ないと喜ばれる。タンパク質含有量など食味に
かかわるデータももちろんだが，米屋が真っ先
に口にすることが，じつは品質と搗き減りが多
いか少ないかだったのだ。

経営の概要

経営面積　13.8ha（うち転作として飼料用米
398a，ダイズ 39a。直播栽培 4ha）

品　　種　はえぬき，つや姫，コシヒカリ，つ
くばSD１号，ミルキークイーン，
山形 95 号（以上すべて特別栽培），
夢あおば（飼料用米）

販 売 先　米問屋，JA（つや姫のみ）
労 働 力　3人（本人夫妻，息子）
稲作機械　トラクタ 2台（54 馬力，38 馬力），

田植機（8条，直播兼用），コンバイ
ン（4条）
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また大粒の米は，食べてもうまい。食感がハ
ッキリと違うため，食味値のデータ以上に実際
に食べたときの満足感が大きい。大粒の米をつ
くることこそ，収量と食味を両立させる道だと
考えた。こうして菅原さんの目指す稲作は，ど
んな品種でも千粒重23g以上，反収660kgと定
まった。

3．成否を分けるイネの生育中期

（1）減葉しない生育で登熟をよくする

千粒重23g以上の大粒米を狙うとなると，と
にかく登熟のいいイネに仕上げなければならな
い。そこでどの品種においても重視しているの
が，イネを休ませず，減葉しない生育にするこ
とである（第1図）。
‘つや姫’‘はえぬき’など菅原さんが栽培す
る品種は，どれも庄内地方では主幹の総葉数が
13枚になる（第2図）。ところが最近は，総葉
数12枚で出穂を迎えてしまうイネが多い。葉
が1枚少ないと光合成能力は低下し，発根量も
減って登熟期に水や肥料を十分に吸えない。そ
んなイネでは，大粒の米を稔らせることはむず
かしくなる。
減葉の要因はさまざまある。まずは天候。田
植え後の寒さで葉の出るテンポが遅れたり，猛
暑で出穂日が早まったりと，異常気象が常態化
している昨今ではもっとも大きな原因である。
しかし，それだけではない。苗質，植え込み本
数，茎数の増え方など栽培管理によっても葉数
は大きく変わる。生育が停滞する時間が長い，
つまりイネの同化作用が低い時間が長くなる栽
培管理であるほど，減葉して登熟が悪いイネに
なってしまう。

（2）つなぎ肥で生育停滞させない

イネを休ませず，減葉しない生育にするた
め，菅原さんがどの品種でもとくに気をつけて
いるのが，第9葉が展開する生育中期（出穂40
〜 30日前）のイネ姿である。
この時期，イネは出穂32日前の穂首分化期

第1図　イネが休まず健全に育
つと，止葉の先端から4
〜 5cmのところにくびれ
ができる

（写真撮影：依田賢吾）
根が順調に伸びてケイ酸などを十
分に吸い，発達した葉耳が出葉途
中の止葉をギュッと抱きしめてい
た証拠

第2図　主幹総葉数13枚のイネが，順調に育っ
たときの姿

止葉がもっとも短く，光が下葉までまんべんなく当た
る。減葉すると，長さ30cmを超える第12葉が止葉に
なる。止葉が長すぎて受光体勢が悪くなり，登熟にも
悪影響を及ぼす

穂
17～20cm

13葉（止葉）
17～20cm

12葉
33～34cm

10葉
30cm

11葉
31～33cm

9葉
27～30cm

75～85cm
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から始まる穂づくりに向けてどんどんデンプン
を溜め，根量も増やしていく。窒素消費量の多
い時期でもあり，一般的なイネは，基肥を使っ
て茎数を十分に増やしたあとでいったん葉色が
落ちやすい。
しかし，ここで窒素が不足して葉色が落ちる
と，イネの生育は停滞し，減葉する可能性が大
きくなる。穂づくりも栄養不足で始めることに
なり，1穂着粒の数がつきにくい。
そこで菅原さんは，第9葉が出るころの葉
色を見て，カラースケールで3.5以下になりそ
うならつなぎ肥（窒素成分は品種別に0.5 〜
1.0kg/10a程度）をやる。田植えから出穂まで
葉色を極端に落とさないようにすることが，減
葉しない生育につながるのだ。

4．品種特性に合わせた施肥設計

（1）穂相から品種特性を見極める

減葉しない生育にしたうえで，どう反収
660kgを確保するかについては，品種によって
対応を変える。品種それぞれの特性を見極める
うえで参考にしたのが，穂相（穂の形）。とく
に一次枝梗と二次枝梗につく籾の割合である
（第3，4図）。
菅原さんは，庄内地域の稲作技術を牽引して
きた勉強会「荘内松柏会」の中心メンバーとし

て，地域の圃場を巡回してさまざまなイネを長
年見続けてきた。毎年，収穫後の稲株を分解し
て草姿や穂数，穂相などを記録する調査にもか
かわり，収量と品質がいいイネの姿を分析して
きたところ，とくに穂相から品種特性を見極め
られることがわかってきた。
かつての主力品種‘ササニシキ’は，穂の
一次枝梗と二次枝梗につく籾の理想的な割合
が5：5であった。しかし，現在の主力品種で
ある‘つや姫’は7：3，‘はえぬき’は8：2と
一次枝梗につく籾の割合が圧倒的に多い（第1
表）。栽培方法，とくに穂肥のやり方によって
この割合は多少変化するものの，‘つや姫’や
‘はえぬき’などは，たとえ穂肥の量を増やし
たとしても二次枝梗の籾はつきにくかった。

第3図　幼穂の枝梗数を見る菅原さん
（写真撮影：依田賢吾）

穂相を見れば品種特性がよくわかる

第4図　穂相の見方
コシヒカリの場合，一次枝梗と二
次枝梗につく理想的な籾数の割合
は6：4。写真の穂は二次枝梗の本
数がやや少ないため，一穂粒数も
少し足りない。穂肥をもう少し多
めにやったほうがよかった

5

6

3

3 6

2
6

2

3

5

67
3

2 4

一次枝梗

二次枝梗

品種　コシヒカリ
1 穂枝梗数　8 本
一次枝梗　籾数 45 粒
二次枝梗　籾数 18 粒
一穂粒数　63 粒
一次枝梗籾数：二次枝梗籾数　約 7：3
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そこで菅原さんは，便宜的
に‘ササニシキ’のようなイネ
は二次枝梗型の品種，‘つや姫’
や‘はえぬき’などは一次枝梗
型の品種と呼び，栽培方法を区
別することにした。

（2）穂数，一穂粒数は抑え
気味に

第2表は，品種別に目標とする収量構成要素
を表わしたものである。‘ササニシキ’をつく
っていた当時は700kg以上の収量を目標にして
いたということもあるが，現在栽培する一次枝
梗型の品種では，穂数や一穂粒数はやや低い。
しかし，千粒重は23gと高めに設定している。
二次枝梗型の品種である‘ササニシキ’は，
穂数を多めにとっても二次枝梗に籾がつきや
すい分，一穂粒数も多めに確保することができ
た。しかし一次枝梗型の品種では，二次枝梗に

籾がつきにくいため，一穂粒数を多くすること
がむずかしい。かといって穂数を増やそうとす
ると，過繁茂で生育が停滞して減葉したり，遅
れ穂が増えたりして登熟歩合や千粒重が低下し
てしまう。そこで穂数も一穂粒数も二次枝梗型
の品種よりも抑え気味にし，登熟歩合や千粒重
を高めるほうが，栽培上も理に適うと考えたの
だ。

（3）基肥は二次枝梗型ほど控えめに

また一次枝梗型の品種は，比較的窒素施肥に
対する反応が鈍く，短幹で倒伏に強い傾向があ

第1表　品種ごとの平均的な枝梗数，籾数

一次枝梗の籾数 二次枝梗の籾数
一次枝梗籾数：
二次枝梗籾数

はえぬき 約60粒 約15粒 8：2
つや姫 約52粒 約23粒 7：3
コシヒカリ 約48粒 約32粒 6：4
ササニシキ 約45粒 約45粒 5：5

第3表　品種ごとの施肥設計（反当窒素量）

品種名
（一次枝梗籾数：
二次枝梗籾数）

基　肥 つなぎ肥 穂　肥

はえぬき
（8：2）

4kg＋鶏糞45kg 9葉期1kg
出穂30日前ころ

2kg

つや姫
（7：3）

4kg＋鶏糞45kg 9葉期0〜 1kg
出穂30日前ころ

1.5kg

コシヒカリ
（6：4）

2kg＋鶏糞30kg 9葉期0〜 1kg
出穂15 〜 18日前頃
1.2 〜 1.5kg

ササニシキ
（5：5）

3kg 8葉期1.5kg
出穂10 〜 15日前頃

1.5kg

第2表　品種ごとの目標収量構成要素

品　種
一次枝梗籾数：
二次枝梗籾数

栽植密度
（株／坪）

坪当たり穂数
（本）

平均一穂粒数
（粒）

登熟歩合
（％）

千粒重
（g）

一次枝梗型 はえぬき 8：2 70 1,500 〜 1,600 75 90 23

つや姫 7：3 70 1,500 〜 1,600 75 90 23

コシヒカリ

6：4 50 1,300 〜 1,400 75 〜 80 90 23ひとめぼれ

ミルキークイーン

つくばSD1号
6：4 70 1,500 〜 1,600 75 〜 80 90 23

山形95号

二次枝梗型 ササニシキ 5：5 70 1,800 80 〜 90 90 22
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る。いっぽうで窒素施肥を控えすぎていったん
葉色を落としてしまうと，追肥しても葉色がな
かなか回復せず，生育停滞につながることもわ
かってきた。
そこで基肥は，二次枝梗型に近い‘コシヒカ
リ’などは窒素成分で反当2kg程度と控えめに
やるのに対し，一次枝梗型の‘はえぬき’には
約4kgと過繁茂にならない程度に施用。生育中
期までに葉色が落ちすぎないように心がけてい
る。

（4）つなぎ肥は一次枝梗型で不可欠

つなぎ肥については前述の通りだが，天候に
よっては第9葉の葉色がそれほど落ちず，つな
ぎ肥をやるのがためらわれる年もある。そんな
とき，二次枝梗型の品種は，あとから穂肥によ
ってある程度籾をつけることができるため，つ
なぎ肥は省略することもできる。しかし一次枝
梗型の品種は，量を減らしてでもできるだけつ
なぎ肥をやるようにしている。一次枝梗型の場
合，ここでつなぎ肥をやらずに穂づくりが始ま
る出穂32日前ころに向かって葉色が落ちてい
くような生育だと，あとから穂肥をやっても籾
が付きにくく，一穂粒数を確保するのがむずか
しくなるからだ。

（5）穂肥は一次枝梗型で早めに打つ

そしてもっとも違いが出るのが，穂肥のやり
方である（第3表）。二次枝梗型の‘ササニシ
キ’では，つなぎ肥を十分に与えていれば，穂
肥は出穂15日前に反当窒素1.5kg程度やれば二
次枝梗に籾がついたため，一穂平均80 〜 90粒
の大きな穂ができた。しかし一次枝梗型の品種
では，このタイミングではおそすぎて籾の多く
が退化してしてしまう。
そこで一次枝梗型の品種では，穂肥は出穂
30 〜 25日前と早めに，量も1.5 〜 2kgと多め
にやる。天候と作業の都合で一律にはいえない
が，目安として一次枝梗と二次枝梗につく籾の
割合が8：2の‘はえぬき’ほどタイミングは
早めで多め，6：4の‘コシヒカリ’はおそめ
で少なめ，7：3の‘つや姫’などはその中間

といった具合に穂肥を振っていけば，どれも一
穂平均75 〜 80粒の穂をつけられることがわか
ってきた。

5．根づくりを意識した水管理

（1）総葉数が少ない分，根も少ない

もうひとつ，一次枝梗型の品種をつくるよう
になってから強く心がけているのが，「根づく
り」を意識した水管理である。
二次枝梗型の‘ササニシキ’は，主幹総葉数
が15枚あった。いっぽう一次枝梗型の品種は
13枚と2枚も少ない分，どうしても根の量が少
なくなる。さらに除草剤による薬害やガス湧き
などで根をいためてしまうと，生育が停滞して
減葉し，ますます根の量が減りかねない。登熟
をよくして大粒の米に仕上げるには，栄養成長
期（第7〜 8葉期末）に生育量に応じた根量を
確保し，生殖成長期（第9葉期以降）の伸長根
を確保する必要がある。そのため，できるだけ
多くの根を活かす「根づくり」を意識して水管
理する必要があると菅原さんは考えた。

（2）土中に酸素供給，ガス湧きを防ぐ

そこで，まず薬害を防ぐため，除草剤散布は
田植え2週間後まで待ち，イネがしっかり活着
してから初中期一発剤を振ることにした。この
ときは湛水状態だが，ガス湧きを防ぐために4
日後には落水。2日後に再入水する。ガス湧き
した田んぼでは，薬害も出やすいからだ。
その後は湛水管理だが，水はこまめに入れ替
えて土中に酸素を供給，イネが根を出しやす
く，ガスが湧きにくい環境を整えてやる。
そして第9葉が出るころには落水して作溝。
給排水がすばやくできる田んぼにしたうえで，
その後は収穫直前まで溝だけに水が溜まってい
る程度の飽水管理を続ける。穂づくりから登熟
期間の養分吸収に活躍する側根は，土中の酸素
が多いほどよく発達するからである。
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6．未来を見据えた土つくり

イネを休ませない，減葉しない生育にするた
めには，健全な苗づくり（第5図，第4表）と
土つくりも，欠かせない。
とくに土つくりについては，庄内全域で見て
も最近は経費削減のために軽視されがちである
と憂慮している。かつては菅原さんはじめどの
農家も，堆肥やケイカル，熔リンなどを入れて
土つくりをしていた。しかし今は省略されてお
り，年々土がやせている。収穫前にイネが白く
枯れたようになって登熟が悪くなる「秋落ち」
現象がしばしば見られるのは，土つくりがおろ
そかになっているからだと菅原さんは感じてい

7cm

9cm

1～1.2cm

1～2cm

1cm

2～3cm

第5図　順調に育ったときの苗姿
苗丈は15cm前後。葉先がピンと立ち，葉身はやや淡
く葉鞘の色のほうが濃い。どの品種でもほぼこのよう
な姿になる

る。
大粒米をつくるには，秋落ちさせるわけには
いかない。そこで菅原さんは，どの田んぼにも
鶏糞とケイ酸資材（農力アップ）を入れて土つ
くりしている。鶏糞は，30 〜 45kgを基肥と一
緒に散布。ケイ酸資材については，イネがもっ
ともケイ酸を必要とする生育中期に効かせるた
め，第8〜 9葉が出るころに振っている。
どんな品種でも千粒重23g以上，反収660kg
の稲作を続け，今後も経営を存続していく。そ
のためには品種特性に対応した栽培技術だけで
なく，先人が積み上げてきた田んぼの地力を
守ることも非常に大事だと菅原さんは考えてい
る。
執筆　依田賢吾（photofarmer）
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第4表　育苗方法

時　期 作　業 ポイント

3月15日 温湯処理 60℃，8〜 10分

浸種 水桶内，水中ポンプで循環

4月11日 催芽 ハト胸催芽器（32℃，一晩）

4月12日 播種 150 〜 170g（催芽籾）

平置き出芽 育苗ハウス内，0.02mm透明
マルチで被覆

4月20日ころ 被覆除去 5日後に一度マルチを剥いで
酸素を入れ，出芽揃いを確
認したら完全に剥ぐ

温度管理 ハウス内が25℃以上になら
ないよう，換気や遮光ネッ
ト（ダイオシート）で調整
する

1.2葉 追肥 N1g/箱

1.8葉 追肥 N1.5g/箱

5月12日
（3.5葉）

田植え

〜


